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1 ぎえがき

岩手祭の線北地方の円符土器を出土する遺跡を調資したい希望を年来もっていて，その捷会もな

く過ぎて来たが，たまたま本常設さ幹部の笠原潤ご郊先生の紹介で九戸村江刺家字掩谷の小芥田与入

部氏を知り，調査の機会を得た.即ち55和30年 6月下旬主原氏の案内で，ノj、井田氏宅に 3ヨ閉廷留

し，江刺家間近の遺跡を踏査した.その捺本遺跡付近一帯は，畑の表iffiに土器片が:Jfl当数多く数乱

していて，調夜に期待がもたれた上に，野辺地友吉氏庭先のt!llの土をけずり取った断起に土器片の

堆穣層が見られたので，その部分だけでも調査したいと考えた.なお本遺跡は「石器時代地名表J

ににも絞って居り，古くから知られていたが，その内容について報告はされていなかった.

それで地主野辺地友吉氏に発掘調査のf!:を交渉したところ快諾されたので，翠31年春雪融け後の

農耕に王室支えない時期に調査することにして準備を進めた.その結果，宿所の件も小芥田氏が引受

けてくれ，その他の協力も約束されたので 4月108より問14尽までの 5B. n¥l学生菅原弘太郊(現

門崎小学校教議〉・伊藤正・金沢光孝の竺沼、を捕助員として調査を笑施した. IDヰ査は期限!も短か

く，参加者も少なくて，試掘の範劉に留まったが，調査中は天候に恵まれて，予期以上の成果があ

った.殊に岩手県の円筒土器文化を知る上に重要な資~Ff も多いので，こ与に栴査の結果について報

告する次第である.

この調査を発表するに当って，宿所その他万端の世話。こなった小井田与入郊氏，発掘を快諾され

た上訴資に協力してくれた地主野辺地友芳氏関安吉氏父子，調査のいとぐちを作って呉れた笠原助

教授をはじめ江刺家中学校長田村哲郎氏・福岡高校教諭主主同善一郎氏・史学生菅原弘太郎・伊藤正・

金沢光孝の主意と伊保内寒気‘に謝意を玉突する次第である.なお多大の援助を与えて下さった浅見学

部長花房峻事務長に感謝する.

2 遺誌

1 位置と現況

本遺跡1は北上山地北端の九戸高原と折爪山陵に阪まれた，瀬月内)11(入jコで海に注ぐ新井田)11交

流〕の流域の狭長な河谷平地のほ法ヰ:央部に位置し，葛巻から晴01に向って北上する県道を，長奥

ミ子部2容を過ぎて約2粁程行った右側にある.鉄道からの便は，東北本棋北福関駅で下車し，そこよ

り伊保内ぎのノくスに乗り， ;J、|除で折爪IJI疫を越して石神沼で下半し， 111道を笈北方に下って 600

米程行ったところにある.行政区画は素手県九戸郡九戸村大字江刺家第二地割 126番地で，第二地

割は通称田代と去われ， 126番地的近は大屋敷と俗称されている.本遺跡は西方に南北に縦走する

折爪山陵から東に向って張り出している議つかの洪積層の古状台地の一つの先端部に当り，低い台

地をなしている.台地は西方が次第に高くなって山へつ浅いて居り，東の方の台地の先端は一段下一
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って瀬月内川の流域}也となり， 71<.田が関かれている.南北に通

ずる県道はこので7状子、地を切断している.この県道によって切断

された断お;は，この台地の一番高い所では竺米袈ある.このF柔道

によって切断されたE陵の前側の焔の表f(;'には，土器片が;¥:;1当散

乱していて，遺物包含層をなしていることが括部1]されたが，今度ー

はその一部分である野辺地友吉氏宅地内の畑のを事目安したもので

dう〆O.

野辺地氏宅はlT状台地の先場に近く， :!ヒ端にあり， TP患の傾斜

地を平らに該地しで作つであるため，宅の南側正n'riの監先にある

熔は底より 50較1:il:高くなっている.西{撲の焔は!警の方が寝より高

く北の方はイ尽くなっている.従って県道より東へ20米存一入ったと

ころにある家に通ずる選は，尿道より 50粧程上っているが.なお

tmの地表江l'より 40締結下に諮り下げてある.この家の前の焔や，

道路の寓f郊の畑は雑穀或いは読菜を作っている.

第 1~ 遺跡的近， 0は発援地点、 TI ~í 査の状況

調査は 4月108より 14日まで 58 [111，午前 8時30分より午後 5時ーまで，菅原・伊藤・

小芥田氏・伊保内君などの援助があって進められた.春先のこととて}見は相当強く砂ほこりてどをき

上げていたが，天候には恵まれ鳴をは11町内こ進んだ.

調査地点は昨年畑の土を除去して恭子しい断町を見せているf:q所，即ちLhJ辺地氏宅の西南方に当る

庭に接する畑の部分を京gy~j 3米，南北約 3米の銭関をミ!脱どして，A.地点とした.A地点の胞から

遣を隔て》北側の畑，長日ちRf]'辺地氏宅の間関の畑で， A地点から 8米棋の所に京西 1ヨ!と・南北 2::1ミ

のピ Y トを掘り， B地点とした~雪地点共連続した焔であったものが，霊長に退ずる道路のため、ー

断されているだけであって，地震の状況は向ーであった.tJ~f1i属の'í5"t}~台地の上をがj70~80.tif，の;rt1

積ごとが覆ふている.

この沖積ことはさ層に区分され，地表的[より数えると，第一麗は努"f:.:fニで，地表町から25粧f立の涼さ

までである.第二層は25糎~50椋椋までの深さ

のところで，黒揺色ごと屑である.多:三層はそれ

以下80糎位までの深さのところで30粧の厚さの

黄褐色土層である.その下は地主主のロ{よ、簡と

なっている.

第一j警は耕土のため，こと器片はおi当多いが，

全く破片となり，完全な形のものは一関も見ら

ない.土器片の丈設は，表前採集される破j十の

文様と同じで，大:iて 8式， 円向上層式，円1;万一ド

}謹式の政片が混在している.

第二層は遺物包含鱈をなしている.上の方に ~2 1Si き~} .在地 E??沼

は大ァド8式土器の割合大きい破片も若干あるが，円ii1i:f二器系読のるきー片が多く，中には復原可誌のも

のも出土している.この復原可能の土器が発見される 30震~50極までの震になると，

押しつぶされて堆積し，殊にA地点では投げ込まれたのではないかと足、われる

7こ B地点では数は少ないが一つ一つが横に押しつぶされていて，原形を培定出来る前で出土し

た.いずれにしても，この包含層から出土したこと器は主坪足らずの所であるが， 1&原出来たものだ

一一一 14 --ー
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その他大体の器形を形作れるものは 7. 8 f同を数え，土器片はり L コ寸li7 f箆に及

されている可能性も大きかった

では，恐らく透杓が交克され

んでいる.

~~竺層は茂鵠色ゴ二層で，木炭の事も令まれていて，

が， 11材交した範囲の訴では発見することが出来なかった.

ると思っている.
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れていず，主計三やおnかし汁診が多く

混じっている.この式の土器には

大?りのもがなく， γ:さ30軒以内

で，中でも留版・ 1国 1の土器は

}与さ 13~鎮の小形のものである.

ìB 式([玄Jìt弘之 1 罰 3~ 5， .J布図

3ffii5~9) ~~ì 辺部には

うて予言状の丈{愛子号、があるが， その

とIlI<li部の女該部との境界の

した突jHfをめぐらして

ないものである.国肢に示した夜

3 fm!のタト奴片も

されてL、る.

，1 ~誌の文絞ミ訟は凶阪に示したも

のはし も糸を一 、l唱 ÷。 て一一角

条jJL;会と，1 と

して怒りるが，その様なものばか

りでなく，係国 3[';('に示したよ

うに，右{疫の斜行黙示、丈を告し礁に

しつけたもの (9)，黙示、を干支

のある棒状のものに巻きつけた認

主お4立i浴…類二1:H詩 文Il主体:を押しつけて!J:撲を士をした

もの (6)や結釘i丈をご条桂文してあるもの (5)~ごどさまざまである.

間部の丈様は7Iて筒状純文が多し、〈陸版 1関3.J.，l不!芸第 3国 7~ 9)が，右傾斜純文や拐状認丈が

ある外‘/汁を削って作った刷毛のようなもので器広を iLT註したj言。じのものもある o市区第 3留 6). 

器形については， 仁i緑;計、ずれも平誌で，底部は平!まである.復!祭出来たこと者きはし、ずれも高さ 20

糎前後の中形のものである.なおこの式のこと器の器~!Iむこはし、ずれも識維が入っている.

C 式〈図版第 1 罰 6 ・ 7 ，持医:第 3 図1O~17)口辺部の丈諜帯とH阿部の丈様との境の頭部に!径お

した突告をめぐらしであるものをこの式に入れた.突帯は余り太くも高くもないのに村合がある.

復原出来たものは図版に示した 2閣の外に 3個あり， ~t 5個である.

日縁部の丈伎は撚糸を押しつけたもの(図版第 1図 6・7，伊国第 3国12・13・16・17)， if'!.i糸
をコイ Jレ状に巻きつけた織女原体を押しつけたもの〔持!'K第 3国11・15)， ;，互扶のメしし、先端の尖っ

たもので突き刺したもの(10)や銭翁状に遼絞山形文を註文したもの(14)なと，その丈援の種類

は相当多くなっいいる.

腕部の丈擦はB式陪様ァド問 も多いが，その位制状結丈 (j市医箆 3国12・17) や縞総丈

(1めがあるが，締結丈の麓丈されたものはこの一片だけであった.

i~{部の突脅にはいずれも施3としてあり，方主文具、はif'!.iオミや認丈原体:を用いたものや，おljv 、笹竹や箆

状工具を汗h、て斜の方向から突きやjしたものである.

器7f:手は平縁平底で，単純な円筒形のものが多いが，中には援い波状縁をなすものもある(図版第

1図 6，j市図完~3 図12) .器fiとの中の被維は・J.下回第 3盟10のものを除いて，全部のもの会入されて

u、る.

戸一- 1凸月一一
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D式(図版第 1図 8~ll)・持国第 4 国〉この式の土器は次の第 2 類A式と共に本遺跡に最も多

く，また本遺跡を特色付ける土器である.これは豆、部に突帯のない点に於いてB式とは類似、してい

るが， fs部の突帯のある部分に口辺部の丈様帯と!阿部の文様。を区墨jする施文をしているものである.

その施丈には捧や箆，竹管の先端を突き刺しであるものが普通であるが，その施文のない場合は心

持ち隆起せしめた部分がつけてあるかr:l辺部の文様帯の部分全体:が厚くもりとった感じになって

いる.云いかえれば頚部に隆起せる突帯に代る，何らかの工作をしているものである(挿図第4臨

11~13) .詫って中には突帯と見た方が良いのか c式の突帯がおiI少のため何れとも判じ難いよう

なのもある.復原出来たものは留に示した 31限の外 1個あり，計4舗である.

口辺部の丈様帯の施丈はC式と類似、して法るが押区蕊4図 3の如き1r.H糸を初状に押しつけてある

のは変っている.腕部の文様はC:r¥::と同様木霞状縄文が最も多しその他は沼状縮丈である.中で

2 

3 

5 

4 

。
;%5 図

ん号、

C切

8 

畠

第二議 i 怒
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も図版第 1函10の土器は相当制iかく施丈されて居りフド沼状縄文の中間にご条の結帯丈が施されてい

る.

器形は5:jZ縁.5:jZ1，i支の単純な円筒形であるが，緩いut状縁をなすものが若干ある.器時之内には識維

が令入されている.

第二類土器(国版第 1 図11~14，持思第 5 密〉第一議土器と共にーお士会積遺物として努掘された

ものであるが，器71'1.丈様の上からtrl異が見れるものである.即ち第一類土器が単純な丹 mi71手で

あるのに，この類の土器は頭部がくびれて内替し，日辺が外反しているのに特設がある.この中で

も，円Ii1'i71手の基本形式がくずれているかによって， A式・ 8式と C式におII分される.即ちA式は月

間形の基本形を全く失っていないが B式は整形に近似し c式は漏斗状となっている.丈様も A

式は第一類土器の文様に類似、するが B式は仁l辺の丈様帯が相当巾広くなって，違っている.

A 式(間版第 1 間11~12，押図第 5 図 1 ~ 6)第一類土器の口辺部に文様帯のある土器の丈様に

類似している.頚部の突脅はあるものとないものがあるが，突帯の有無による縮分はー芯しないこ

とにした.突帯のないものでも，強部に突利文をめぐらしているものがあるのは第一宣言と同様であ

る.器形は!Ef(部がくびれて内惑し，口辺が若干外反しているだけで，腕部も上腕部が幾分外に膨ら

んで，底部に舟つですぼまる程度で，円筒形の基本型を余り失っていない. 仁l縁は平縁が多いが，

鍾い波状口縁をなすものも若干ある.器壁tこはU、ずれも繊維が食入されている.

復E支出来たものは図版に示した 2個の外2個ある.第一旗土器のB，C， Dの各式の中に入れて

考えても差支えないと思われるものである.

B式(図版第 1図13・押図第 5図 7~13) A式より j!f(部のくびれが著しいだけ，仁i辺の外反も著

しくなる.肩部が角をなして胴部が円筒形をなすものである.日橡は破片で明らかでないものもあ

るが，殆んど全部が波状縁をなすのではなu、かとも考えられる.中でも留妓に亦したものは波状の

突起のある部分の顕部に椅円形の穴が開けられている.

丈諜は仁!総から層部までに及ぶ巾広い帯状丈が施丈され，胴部の文様と区'iliJされる.この帯状丈

の部分には紐状の突帯が一条或いは二条めぐらされているものがある外，撚糸文や縄文原体の庄痕

文・箆の先端や竹告=による突弼文・鋸歯状の連続山形文・結節丈など，第一類土器の口辺文様帯に

施された各種の文様が一個の土器に併用されている.日!司部は第一類土器と同様木白状縄文が多い

が，その外は羽状縄丈である.

C式〈図版第 1図14)この形式の i二器は国版に示した復原出来た土器ー舗の外，余り破片がなか

ったものである.破片が少ないので明らかでないが. j弔問第 5図の 6もこの器形の破片であるかも

知れない.間版に示した土器は第ご層下部から堆接した土器と伴出したものである.

器71予は円Mi71手の基本型を失って，却って大木6式に見る濃斗状の器:形に類似している.丈f設を見

ると円筒土器の文様の名残を留めているが ~í 辺部の丈援帯は単純な三本の沈鵠を施しであるだけ

で[:j綾部に紐~:Jèの突帯を張り付けているなど，訴しい変化を示している .31i部にはー条;の突帯を

張り付けて，その下は岡部の丈様と一片となっている点はB討にとも異なり，A.式に類i);J、している.

服部の丈誌は第一類・第二類の土器の文様と兵りお鰭単斜j首選丈がまばらに浅く施文さている所に

縦の方向に結節文が強く施されているのが尽立っている.器壁内の機維はなくなっている.

第三類土器(国版第 1 密15，図版第 2ø1~6) 悶1F1j土器上層Bまにと命名されている形式の土器

をこの中に入れることにした.図版第 1罰15に示し器形を推定せしめるものの外復原出来たものは

なかった.若干の破片は前記第一類・第二類土器とi足在していたが，大部分は耕土や主主二麗J二部か

ら発掘された.図版第2図工の土器片は表fEii採集である.

器形は平縁もあるが(図版第 1図15)，多くは四つの山形波状蟻で，その部分の口辺は殊に外反
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が者しい.腕部は幾分膨らみをもちながら底部に向つですほまる円筒形をしている.

文様は絡縄体の京!IIlt、粘土を口辺部に張りつけて繁雑にして粗野な施丈をし，粘土紐の1mの器:阪に

は箆状工具の先端で突刺した文様を施しである. sl司部は単斜行縄文となり，第一類・第二類土器に

見る様な千の込んだ縄文が施されていない.

器控内の議維はなくなっているが，胎土に雲母や納jlt、砂が入り，作りも粗雑で， s応1弱な出来上り

である.

この第三類土器に先行するものに円筒土器上層A式があるのが普通であるが，本遺跡にはそれと

推定される土器は殆どなしあっても第ご類C式としたものと別ち難い点もあるので一応その形式

の土器の文化は努達しなかったものと考えたい.

第殴類土器(図版第2図 7~1O)この類に入れた土器は復僚は初前，余り大きい破片も見当らな

かったので精紛!なことが判らないが，器活?の縄文の地支の上にご条:の平行沈練丈を施したもの(り

や，口隷を重ね縁とした粘土を張り付けであるものである (8~10) .黙の中心部である盛詞付近

では，縄文女化の中期初頭に見られる土尋である.

本遺跡の出土土若手では破片も小さいので琴形も明らかでないこれらの土器:はいずれも繊維が令ま

れて居らず，焼成も第類土器:に上とすれば竪績である.上に述べて来た円筒土窯:系統の文化から克

れば異質の文化であることは安定出来ない，

第五類土器(間販第 2 鴎1l~20，図版主主・ 1 留16) 努・ご層上部から割合-に多く発掘された外， <欠の

第六類土器片とも1il当混在していること器片で， 2長1竺類土器とZf了間類土器の商形式の文化が折衷され

て出来たと考えられる-;形式:の士号ir1'である.従って円筒土器の系統から考えれば上層C式と命名

すべきであるとも考えているが，器形の上から淡鉢形土器〔図版第2区!20)も作られている所を見

るりと，円筒士、器上層C式とだけ云い切れない所もある.

円1すこと器で云えば上層B式の:m :ßî な繁雑をもった格車1~a様の粘土紐を張り付けることがなくなって?

単純化されている.その点に於いて隆起!状文は退化して来ているが，文様・は洗紗されて来ている.

繁雑な粘土紐を張り付けず，部分的にその名践を留めながら，形の変化によって功果を明らわさう

としている(図版第2図13 14. 17) .国販第2図20の渋鉢形のこと琴の撚来による懸設丈は盛岡の

この時期のものと全く問ーである.区版家宅 1図16の復!京土器もこの形式の土苦手として，円筒土器系

統の名蔑を芳.しながら，新しい女様を旅しであるものとして律問すべきものである.

第六類土器(図版、第 2 医21~26) 大木 8b式及びそれ以後の土器:で，復原可能なものも 1 嫡出土

している.号李賢fには鍋女:の地支:tこ渦巻女や懸震文粘土紐を~ij':り付けた騒l~~帯や箆状ヱコ更による沈結

をか、て措いてあるもので，その文僚は5夜間及び県南地方問ゴ二のこの種の土器の女様と何ら変りない

ばかりか，焼成なども同じである.

この丈様の土器は表土及び第三j欝上部から努拐されているが，時所によれば複!京可・能なものも多

く発見されるのではないかと思われた.

JI 石器 石器は挿留2P・6間・ 3長:7図に示した子[箆.~(おと・行恰などである.

辛子箆は第7国 1・2・3に国示したもので，いずれもチャートである.これらはu、ずれも第一

類・第二類土誌に伴出せるものである，加工はプレシユア・アレイキ L チーによっておJij日加工された

ものであり，殊に 3 は原{k'l離在f(~こ特:こノッチもチツピ L 夕、も施されていない.果してお箆と称する

が趨当かどうか明らかでないが，従来の名称を用いて置く，芸員:7国4・5に示した中青山Ji:jの子器は

なんと称するが詮当か明らかでといが， 4:土手百円形の自然、行のように形もと〉のっているが 5は

上下の先端部が擦り減らされている.秩にー・方の端は迭しく(rf，溶接:が認められる.イ;HlI.のとでやjか

1) ti!'稿，岩手，終日戸遺跡お五校報(岩子大学学芸芸学部年報第10をJ・
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をすりつぶしたのか，それとも石器を磨研すると石として用いたのか明らかでない.石材は両者共

凝灰岩である.

第 7密 6は円形で上下に問みのある一環り位の石である.恐らく火を鍛りおこす時に用いたもの

であろう.石材は石英安山岩である.

第 6図 石器類 I

造
論
鰭
wvi

A
議
W
M
9

A
議
w
w
g

A
偽
wV7

第 7図 7・8は半円形高平の石器で，僚主主形

干iJ手と仮称している石器である.県内では縄丈

時代の前期末中期初頭の遺跡からしばしば発見

されている.半円形をなす替治的。に両{号肋〉ら打

裂を施してJ]..をつけているが，反対関の直線の

簡には麗研疫がある.この石器はj姿研疫のある

部を使用を図的としたのか，響曲部の忍をつけ

た方の使用を目的としたものであるか，問題と

なるが，第 6図 7・8~討、ずれも主主をつけた後

に打石器として用いた痕が麗減痕として残って

いる点から考えると打石器として用いた zもの

と考える方が正しいと思う.干i材はi潔質砂治である.

石iU~ C第 6図 1~10) 石錨;は表町採集まで入れて凶器採集された.その中 l~ 6までの 6個が第

一類・第ご類土器に伴出したものであるが，他は表ゴ二除去の際に採集されたものである.下層より

出土せるものは割合高平であるが，余り 111兵はない. 7fiは図で明らかな如く柳葉')fbが大部分であっ

て，有茎のものは 2偶あるにすぎず，形も余り精巧とは去えない.不一[材はすべてチャートである.

m 7図石怒類 E

容
2 3 

o Cm -
石ζ 〔第 6U塁11)平[ζは破片町がl{箆あっただけで，縦71手のものである工{j(1j完全部だけで，表

部よりチヅピングによって左右の両慨に主主をつけてある.

石拾ぐ第七回12):fI拾と云うが;出当かどうか疑問の位半裂iiもとも見られるものである.

Jl[ J手仕

その地の遺物としては，長さ1.7糎・筏 1粧の中に孔の通しである Lさし、管のような土製品が発拐

された.一方の端は欠けているから，笑の長さは 2糎位あったと)a.われる. -rt;;王手投としたが単純
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な粗雑な作りである.

4 結び

以と国代遺跡のミ1M盗の経過とその出土遺物について慨!日告を述べたが，今次調査によっておらかに

なった本遺跡の内容の恥心は縄丈詰期末の円筒土器ド麗D式と云われるものである.この丈{ヒにつ

いて既に青森県の資料を中心にrlI内清男氏によって究明され，更に江坂時間氏が月間下層C式の女

ínY貝壌の遺跡につ泣いて，内向下層J)ヲの遺跡を事if交されたことを ~11 1t、ているわが，岩手県内の資

料について報告されたことがない.本遺跡は円f;'なーごと器下層式の場合に主計、ては割合に純粋な内容を

もっていると考えられるので，その点その内容を掘り下げる資料・となり得れば善計、である.

この丹作土器の丈{ヒも縄文丈(との中期になると，この!泉北の地方でも県南方都の文化の影響を受

けるようになり，異質な要素をi見えていったが，その当初は両者が混在折衷する関係にあったので

はなu、かと思われる.この点に於いて盛岡付近の丈{ヒの内容と類似しているのが，やや円筒丈イヒの

要素が強いではなし、かと怠われる.それが大木8式になると金く新しい要素に代られて行く様に思

わる.最後に石器の石材についてはヱ宇部村井助教授の教示を受けたことを附記して惑訟の意を表

する. (1957. 12. 20) 

本調査はf!{)和31年度文部省科学日IJJ金研究の一斉1;である.
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高さ仁i筏底f表
第一類A式(13 x 10 x 6 ) 

グく 23*x 17 x ) 

~ ・類B式 (19.8x13.7X 8 ) 

1/ く23.3x 17.4 xヲ.6) 

グ (23.7x 19.2 x 10.5) 

第一類C式 (31 x 22 x 12.5) 

// (23 x15.7xヲ.5) 

第一類D式く 33 x 23.5 x 14 ) 

// 

グ

( 34 x 27 x 1ヲ〕

( 43 x 29.5 x 14 ) 

第二子支A式 (25 xJ5.5x 8.5) 

グく 3J x 19 x 12) 

第二類B式 (38 x24.5x14.5) 

グ C式 (34.5x 3J x 13) 

225 三 r;l'[(15.2*x 12 x ) 

第.Ti.鶏 (20.5x 14.5 x 7.5) 

図版

6 ~) 3実
10 4ジケfえゴ‘ 位可 類

2J fクt(sせf‘ -:JJ. 類

26 主芯 ノ←z、 ?災

包 ① j洛 1lZil波( )内はく正;J さ xr-.i f~~XI之官三〕で，単位1 ;I:{~l\である.

@ m1 [@!t史2と15の*:-'[JI土Z2存ぷの尚さ長さで，ミヌ土切らかでない.

註 1 江坂究室q(;íH 青菜言及女詑只塚flh~t年報告干J 仁王'ì~ま吟{~第 2 号〕

註 2 ~{ミ!沼市;付近のこの;f~i'Jmのこと診;こついては在日続「浪岡市史たもど烈 J に活述してあるから参照して下されば

5料、である.
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